
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校質問紙 56：前年度までに、自分の考えや気持ちなどを英語で書く言語活動を行いましたか 

学校質問紙 57：前年度までに、聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ 

合ったりする言語活動を行いましたか 

生徒質問紙 64：１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われてい

たと思いますか 

生徒質問紙 65：１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で

問答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていたと思いますか 

質問紙番号 「よく行った」 質問紙番号 「よく行った」 問題 正答率 無解答率 

学校質問紙56 ／35.2％ 生徒質問紙64 ／49.7％ ４ ／7.1％ ／42.2％ 

学校質問紙57 ／19.8％ 生徒質問紙65 ／47.8％ ８ ／11.8％ ／24.9％ 

※自校の結果をみてみましょう。 １０ ／2.4％ ／6.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、次のような力が必要になります。 

□相手の質問や要望を理解する力（自分に何を求めているかを判断できることが大切です。） 

□複数の情報の中から必要な情報が何かを判断する力（作者や話者が、一番伝えたいことを理解でき

ると、自分の気持ちや考えを持ちやすいです。） 

□自分の考えを整理してから、相手に分かりやすく伝える力（伝える相手意識を持つことで、表現の

工夫が生まれます。） 

 

県 自校 

自校 

３つの視点から、自分の考えや気持ちを伝え合う
言語活動の内容を見直しましょう。 
 

 
学校質問紙において、「(56)自分の考えや気持ちなどを英語で書く言語活動を行いましたか」「(57)

聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする言語活動
を行いましたか」という質問に対して「よく行った」と回答した学校の割合は高く、新学習指導要領
の趣旨を踏まえた言語活動が意図的に進められています。今後は、以下の問題の正答率と無解答率を
踏まえ、活動の質を高めていくことが必要であると捉えています。 

  
「自分の考えや気持ちを伝え合う」  

 ４正答率：7.1％ 無解答率：42.2％ ８正答率：11.8％ 無解答率：24.9％ １０ 正答率：2.4％ 無解答率：6.9％                   

・「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校英語」  Ｐ．３１ Ｐ．４５ Ｐ．６２ 
・「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校英語」 Ｐ．２３ Ｐ．３４ Ｐ．４９ 
 

あなたの考え・教科部会での交流 

 

 

 

 

 

 

 

「聞くこと」（ウ） 友達からの招待など、身近な事柄に関する簡単なメッセージを聞いて、その内容を

把握し、適切に応答する活動。 

「読むこと」（エ） 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで、イラストや写

真、図表なども参考にしながら、要点を把握する活動。また、その内容に対する賛否

や自分の考えを述べる活動。 

「書くこと」（エ） 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基づき、自分

の考えや気持ち、その理由などを書く活動。 

 

 

 

自校分析 

 新学習指導要領解説で示されている、次の言語活動の充実がポイントになります 

自校の生徒の実態を把握しましょう。 

必要な力 「自分の考えや気持ちを伝え合う」にはどのような力が必要でしょうか。 

県 県 県 県 
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自校 

自校 

自校 

自校 

自校 

自校 

自校 

自校 
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 指導している学級では、どのような生徒の様子が多くありますか。まずは、自分で☑ を付けてから、教

科部会で今後の方針を検討してみましょう。 
 

□自分の考えや気持ちを正しく書くこと・話すことができる ⇒視点１ 「改善・工夫」 
（当てはまる・どちらかと言えば当てはまる・あまり当てはまらない・全く当てはまらない） 

 
 
 

□自分の考えや気持ちを書くこと・話すことができるが、正確さは不十分である ⇒視点 2 「見届け」 
（当てはまる・どちらかと言えば当てはまる・あまり当てはまらない・全く当てはまらない） 

 
 
 
 

□自分の考えや気持ちを書こう・話そうとする意欲はあるが、文や文章にならない ⇒視点 3 「発問」 
（当てはまる・どちらかと言えば当てはまる・あまり当てはまらない・全く当てはまらない） 

 
 
 
 

□読んだり、聞いたりしたことについて、表現する内容自体が思いつかない ⇒視点３ 「発問」 
（当てはまる・どちらかと言えば当てはまる・あまり当てはまらない・全く当てはまらない） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善 生徒の実態に応じて、指導をしていきましょう。 

 

３つの視点 ３つの視点を参考に、自校の言語活動の内容を高めましょう。 

 

視点１ 「改善・工夫」…一度、表現してからが大切！ 

・黒板に生徒の文を書き、どのような内容を加えるとよいか交流する。 

（例）I play soccer. を黒板に書く。次に、生徒に「どのような内容」があるとよいかを尋ねる。生徒か

ら出た「in ABC park」「with my friend」「usually」「after school」等を、「I play soccer.」の文

に加筆していく。 

・教科書の本文においても、もっとよくするにはどうしたらよいかを学級で交流していく。 

（例）「この町紹介の文章に、あなたなら他にどのような情報を入れますか。」 

・生徒と対話している際には、「Tell me more about ◯◯.」とさらに言える情報はないか考えさせる。 

 

 

 

視点 2 「見届け」…活動後に生徒の実態を確認することが大切！ 

・生徒同士の言語活動後には、「内容」「正確さ」の 2 点を確認するために、教師が生徒と対話をする。そ

の際には、教師は生徒の発話に対して「自分の感想や意見」を伝えることで、自分の表現を見つめさせ

る。書く活動においては、生徒同士で読み合い、感想を交流することで、互いに自分の表現で内容が正

しく伝わったのかを確認し合う（文章の中に相手に意見を求める文を入れるなど）。 

・「正確さ」について、学級全体に課題がある場合には、再度指導を行う。 

 

 視点 3 「発問」…答えが１つではない問いに挑戦する機会を設定！ 

・Wh から始まる問いで、生徒の考えを引き出す。 

(例)What do you think about it? （Do/Does の質問だと Yes/No で終わってしまう。） 

・「教科書本文を読んでペアで感想を交流する」「聞いて助言する」など統合的な言語活動を行う。 

 

 

 

自校の生徒の実態と言語活動の実践状況から、具体的な指導方法を考えていきましょう。 
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カナダでホームステイ中のあなたは、友達と山登りをすることになりました。これから、山登りに詳しい人が、

次の図を見せながら、あなたに事前のアドバイスをしてくれます。あなたは、どちらのコースを選びますか。あ

なたが選んだコースとその理由をペアの友達に伝え、2 人で一つのコースを決定しましょう。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

先生から左下の用紙が配られ、先生からの提案がありました。先生の話を聞いて、あなたの考えを理由ととも

に１０単語以上で書きましょう。解答時間は２分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の英文は、英字新聞に投稿されたある中学生からの意見です。これを読んで、この生徒に向けてあなたの考

えと自分の体験を入れた理由を、段落や構成を工夫しながら英語で書きましょう（下書き用に記入）。さらに、

書いた内容をペアに読んでもらい、ペアの助言を受けて清書しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Listening ⇒ Speaking 

Listening ⇒ Writing 

Writing⇒Reading⇒Writing 

You are going to take Course A and start 

climbing at ten o’clock tomorrow, right?  But 

you have to take Course B and start earlier. 

Course B takes more time, but it is easier than 

Course A.  Course A is too difficult for junior 

high school students.  The weather on the 

mountain changes quickly.  I’m afraid it’ll be 

rainy tomorrow afternoon.  So you need to 

start before eight.  Starting at ten is too late. 

That’s my advice. 

These days, taking pictures and video is getting easier.  Which do you often use to remember good 

times, pictures or video?   I usually take video to remember good times.  I think that video is better 

than pictures because it has sound.  What do you think? 

（下書き用）※まず、ペアに読んでもらいましょう。 

問題 生徒の伸びを次の問題(言語活動)で確認しましょう。 

 

（清書用） 

Our English teacher Bob is going back to his 

country, America, next month.  Let’s do 

something with him at school.  What do you 

want to do with him to make good memories?   

He likes music and sports. And he is interested 

in Japanese culture.  Give me your ideas after 

class. 

 

アドバイス 

先生の話 

出題の趣旨：まとまりのある英語を聞いて、説明の要点を理解す

ることができる。 

ポイント：話すことで、要点を友達と確かめ合う。 

 

 

 

 

出題の趣旨：聞いて把握した内容について、自分の考えを書いて

伝えることができる。 

ポイント：答えが１つではない問いに対し、自分の考えを持つ。 

 

 

 

 

出題の趣旨：読んで把握した内容について、自分の考えを書いて

伝えることができる。 

ポイント：相手意識を持ち、分かりやすい構成等を工夫する。 
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来週学校に来る予定の留学生トム（Tom）からの手紙が紹介されました。その内容を踏まえて、あなたのアド

バイスを英語で簡潔に、手紙の形式で書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 「Welcome! GIFU」で岐阜県の偉人を調べていると、矢入一男（Yairi Kazuo）さんという方を見つけました。

その英文が下にあるものです。この英文を読んだ感想を書きましょう。その際には、初めて矢入さんを知る人に

も、彼の素晴らしさが伝わるように工夫しながら、まとまりのある文章で書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Reading ⇒ Writing 

Reading ⇒ Speaking 

 

左の英語は、イングリッシュ・カフェ（English 

Café）という催しのホームページを印刷したも

のです。ペアの友達と参加したいと考えているの

で、「参加すると体験できること」について伝え

ましょう。また、友達からの質問にも、答えまし

ょう。 

 

 

左の英語は、イングリッシュ・カフェ（English 

Café）という催しのホームページを印刷したも

のです。自分は、この催しに参加したいかどうか

理由を付けて、ペアの友達と交流しましょう。そ

の際には、左の情報を基にして、自分の考えを伝

えましょう。 

 

Hello.  I’m Tom.  I’m looking forward to 

meeting you.  I’m going to stay in your school 

for two months.  I hear that there are a lot of 

club activities in your school.  I want to try 

some!  Which club activities can I try?  Can 

you give me some advice?  I’m waiting for your 

answer.  Thank you. 

 

出題の趣旨：まとまりのある文章を読んで、説

明の大切な部分を理解すること

ができる。 

ポイント：文章によって、読み方を工夫する。 

 

 

 

 

Yairi Kazuo was born in 1932.  He went to the 

United States in 1962.  He found Japanese guitars 

were just 'toy guitars' there.  American guitars were 

much better.  He studied and studied American 

guitars.  Back in Japan he established his guitar 

company in Kani City in 1965. 

Kazuo didn't make guitars by mass production.  

He carefully made them by hand, one by one.  His 

handmade acoustic guitars get a high reputation not 

only in Japan but also in the world.  His guitars are 

used by many great musicians: Kuwata Keisuke, 

Paul McCartney, and so on.   

He was selected as one of the Great Craftsmen 

in the present world. 

 

 

 

問題Ａ 

 

問題Ｂ 

出題の趣旨：目的を持って読み、自分の考えを書いて伝えること
ができる。 

ポイント： 求められている課題に対して、適切に表現する。 
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